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複合災害としての関東大震災の横浜 

―防災まち歩きコースの作り方― 

 サロン講演 相原延光 関東学院中学校高等学校地学部コーチ 防災塾・だるま理事 

参加者：相原、池田、磯野、荏本、大西、田中晃、高松、土'谷、早川、樋口、藤崎、松島、松原、山田、鷲山 

 

１．初めに 

関東大震災は、「プレート境界型（海溝）地震」による地盤災害で、盛土 

の地滑り崩潰、軟弱地盤の地割や陥没で密集した老朽化した木造や煉瓦、 

石造建造物の崩潰による圧死、さらに、同時多発火災による延焼及び火災 

旋風で焼死者が多い「複合災害」であることが最大の特徴です。 

今回は震災の記録が残る地域をまち歩きして、現在でも災害リスクがあることを体感するルート

づくりを、積み上げてきた被災体験談や非文字資料をより詳細に分析します。 

関内・関外・山手の位置図       地理院地図による関内の標高(1ｍ毎の色別等高線) 

 

２．関東大震災の特徴を伝えたい 

⑴ プレート境界（海溝型）地震とは？ 

 先中新世(約 1300万年前以前)の岩石（変成岩や火山岩）が地下深部に沈み込み、断層の上板が三

浦層群の付加体、下板が伊豆半島の火山岩である。地震の巣の相模トラフ（海溝）はその地上での

境界に過ぎない。地震は地下深部の岩石が滑り破壊された結果発生している。これが、関東大震災

（南関東地震）の原因である。 

⑵  本震の多数の M7クラスの地震が発生 

 1923年関東地震の本震の規模は M7.9、兵庫県南部地震の約 8 個分に相当する。本震の揺れは県

西部から東方の三浦半島に 10〜15 秒間(2.5〜3.0km／秒)で伝わった。本震は 10 秒から 15 秒間に

地下のアスペクトの破壊（第一のイベント県西地区、第二イベント三浦半島）であった。本震の 3

分後には東京湾 M7.2の余震，５分後には山梨県東部 M7.1 の余震が起こった。（武村雅之氏説）。一

方、１回目の余震は 5分後に相模湾東部で発生したとして、東京湾に余震はない（気象庁説）。 

⑶地震はどうやって伝わったか？ 

本震の揺れは秒速 2.5〜3km/sで伝わり、揺れは 30〜40秒間続いた。10秒〜15秒間で断層破壊 
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が西から東に進んだ。横浜から見ると西方から P 波の後に強い波＝S 波（主要動）が伝わった。揺

れは南北方向になる。これは山手の崖の上に立つ建物の地盤を大きく動かした。余震第１回目は相

模湾で起きたとすれば、主要動の方向は異なるが、津波の発生と三浦半島の地盤隆起（江ノ島約

0.75m、房総半島南部２m）を起こした。 

 

３．被害分析 

⑴ 建物と地盤被害低地：埋め立て地や沼地等の軟弱地盤での建物倒潰多数、地割れ(液状化と側方

流動）⇒老朽化した木造及び煉瓦造りの家屋が倒壊し，死傷者（圧死）の発生 

⇒避難時の移動支障  

・台地縁辺や丘陵地：地すべり・崩壊・崩落等の発生 

⇒建物や構造物の崩壊⇒死傷者（圧死）の発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

       開港時の横浜村状況図      横浜港周辺部の沖積層基底深度（ｍ） 

(2) 低気圧による強風と前線移動による風向の変化 

 ・崩壊建物からの同時多発的に出火，短時間で延焼拡大 

   ⇒火災旋風の恐怖と灼熱地獄からの避難⇒不安，焼死者・窒息死・溺死の発生 

   ⇒石油タンク火災・石油の流出・石炭貯蔵庫火災⇒避難困難・救助困難 

   ⇒避難時の逃走パニックの発生（狭い急坂，広場） 

    ⇒獲得パニック/情報パニック（流言による朝鮮人虐殺の発生：当時の社会情勢が背景） 

⑶  同時多発火災と火災旋風 

  神奈川県測候所の職員による聞取調査（火元・出火時間・延焼方向・旋風） 

◆最速の出火は 12時関内５地点  

・元町の延焼は地震直後に段丘崖百段等半壊→12 時 10 分頃商店街出火→運河沿いに延焼，堀

割川焼け止まり→13 時頃〜14時 弱い北風で山手台地に延焼 

・中華街は密集老朽化木造煉瓦造りの為，直後に出火，北方向に延焼〜14時鎮火。 

・外国人居留地は煉瓦造り塔かい倒壊後不明 

・西ノ橋付近 12時頃倒壊後→12 時 10分頃頃運河の上流側で橋の後方 52ｍで出火，運河沿いに

延焼。→O.M.Poole 氏の記述の検証 

◆横浜震災誌第一冊 P95-96高木健神奈川測候所長兼技師 

・火勢が猛烈な結果，大気は急速に上昇して雄大な火災積雲を醸成し，東京方面よりも遥かに

雲頂の上昇運動を望み得られた。火災旋風は 13 時前後を皮切りに，火事が下火となった時

間帯 16時〜19時の間が最も頻繁であった。火災旋風数は 30個。 

・火災旋風の多くは中村川，派大岡川，堀川沿いに発生し移動している。⇔運河は風速が強く，

高温の地面からの上昇気流や水蒸気や塵からなる旋風などが多数発生し，大旋風となった。 

 

⑷旧横浜市の大量死者発生地点 
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死者数の TOP3 ①山下町中華街 2000人以上    …老朽煉瓦木造家屋密集地 

②吉田橋付近 961人       …関外⇄関内の人流移動衝突 

③野毛山・末吉橋 693人鉄道省敷地…避難場所への人流移動衝突 

 

４．横浜のまちの形成と地層の状況 

⑴ 横浜における棲み分け   

欧米人：世帯主は仕事上に港に近い所に、家族は高台に 

中国人：横浜新田埋立地に(華僑) 日本人：埋立地や山手と山下の間 

(2) 各地の状況確認 

・山手の土砂災害の発生場所を地図（Bruff Directry,1923年 6月１日発行）で確かめられる。 

住宅を建てる際、見晴らしを確保するために法肩ぎりぎりに建物を配置、斜面に盛土して建

築した。→地震により，地下水圧が上昇し盛土が滑り建物ごと崩落した。 

・日本人街：老朽化した密集して建てられた木造住宅が多い。 

・中華街：老朽化した煉瓦及び木造住宅が多い。 

・山下町居留地は煉瓦石造〜鉄骨鉄筋コンクリート（SRCビル） 

・旧横浜市の微地形と地質の理解 

横浜市は古帷子川と古大岡川の埋没谷と砂嘴の上に成立。埋没段丘で複雑な震動。 

・大岡川の地盤リスク：旧大岡川の深い谷地形に堆積する沖積層と低地の軟弱地盤 

⑶現地調査から下記の考察ができた 

・考察１：最深部は最終氷期（１万６千年前）にできた海底谷。谷筋から旧大岡川の流路位置が

わかる。 

・考察２：横浜公園北半分、横浜公園南の堀割川南部、中華街、伊勢佐木町に泥層が分布してい 

て軟弱地盤となっている。馬車道付近では，縄文海進時に波食棚(波浪が侵食した水面下 

の平坦地)になっており，その後海進により海面下になり，地層が堆積した埋没段丘である。 

液状化や大雨時の浸水のリスクとなる!! 

・考察３：山手方面からの沿岸流によって砂嘴が形成されている。 

砂礫質からなるかつての砂浜なので地盤良し(本町通)。 

 

 

 

 

 

 

 

＊衣紋坂の地盤構造：横浜市行政地図情報システム(地盤 View)による地盤情報(秋山氏提供)から断

面図を作成したところ、盛土下の地盤の落差があり、粘土質の堆積物があることがわかった。震災

前夜の降雨で地下水が溜まり、一時的に間隙水圧が高かったことが浸水につながった可能性も考え

られ、水道管破裂による浸水という説明に再検討を要する。 

＊横浜市公害研所(1988)発行の地盤地質図から考察できることは、「本町通を中心として堆積して

いる砂嘴の地質は砂礫層からなるが、周辺の台地の礫層(保土ヶ谷礫層＝戸塚層)から運ばれてきた

ものと思われる。」 一方、大岡川沿いにも砂層や有機質層が覆っているところもあり、これらは液

状化の原因となる可能性がある。 
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４．防災まち歩きの事前調査 

(1) 地域特性を知る（＝まち街の成り立ちは災害の想定に役立つ） 

・地形や地層の変化  ・土地利用と開発の歴史，災害の発生 

(2) 地域の防災力を知る 

・被害拡大や避難の妨げとなる被害要因 

・災害時に役立つ人的、物的、社会的資源などの防災資源 

⑶ パニック災害が発生する 

  ・避難場所への殺到：貯水池の水を求めて，狭い坂を登る。広域避難場所に向けて狭い橋を渡

り，人流衝突。 

・狭隘道路とミニ開発、袋小路となっている行き止まり道路での押しあい。 

 

５．横浜のまち歩きルート 

⑴ テーマやストーリー性から次の 5ルートが考えられる。今回は管内の Bルートが推薦された。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 参考となる説明 ＊細目は第 193回談義の会の「まち歩きメモ」に説明があります。 

・吉田橋周辺の地盤災害写真：埋立地、干拓地であるから地割れや陥没にあったと思われる。 

・吉田橋は 1859 年(安政６年)に架橋された木製の橋だったが，1869 年(明治２年)にトラス橋

(鉄の橋：日本で 2番目の鉄製の橋)→1911 年(明治 44年)にコンクリート製になった。 

・災害が多かった派大岡川は埋め立てられて，1978年に首都高速道路になった 

・関内から大埠頭の航空写真（震災時の道路や建物の倒潰や消失の様子） 

・旧正金銀行の地下室で生き残った事例：13 時頃－16 時 30 分頃 地階弁天通り側廊下に 340

名避難、水を唇に含み、最終的に床に這いつくばって全員が助かった。旧川崎銀行が防火帯

の役割、地下室の存在が重要となる。 

  ・ストーリー性のあるまち歩きの参考図書として、古き横浜の壊滅(有隣新書 1976 発行)

（O.M.Poole(1880-1978)の体験談）プールさんの逃避行ルート、火災旋風の関係が推奨できる。 

  ・ある英国人女性の手紙(伊藤泉美 2014、横浜開港資料館紀要第 32号 P73-87)の逃避行ルート  

・リチャード・ブラントン(1841-1901)：鉄道技師だったスコットランド生まれの英国人。日本

の灯台の父。横浜の都市計画設計に貢献した。横浜公園の設計を担当している。 

・開設当時の横浜公園(彼我公園)：元遊郭跡地であり、周りは沼湿地であった。前夜からの降

雨もあり、地下水位が高く，地震動により地下水圧が上昇していて，上水導管は鉄製なので

継ぎ手が外れただけで修理は早かったとの報告あり。水道管破裂はあたらない。また、公園

の樹木種数は、桜＞松≫柳であり，燃焼性が高く，緑陰の効果は期待できなかったのではな

いかと推定できる。 

                                      以 上 

http://darumajin.sakura.ne.jp/30dangi/dangi2023/%E9%96%A2%E5%86%85R2%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%BE%E3%81%A1%E6%AD%A9%E3%81%8D%E3%83%A1%E3%83%A2.pdf

